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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年５月14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,900 50 60 35 5.74

今回発表予想(B) 2,698 △31 △15 △29 △5.08

増減額(B-A) △201 △81 △75 △64

増減率(%) △7.0 ― ― ―

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期） 3,517 191 224 152 25.55

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 8,500 660 660 390 63.93

今回発表予想(B) 7,500 450 450 260 45.16

増減額(B-A) △1,000 △210 △210 △130

増減率(%) △11.8 △31.8 △31.8 △33.3

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

7,122 438 478 △83 △14.05

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,560 50 60 35 5.74

今回発表予想(B) 2,363 10 50 23 4.01

増減額(B-A) △196 △39 △9 △11

増減率(%) △7.7 △78.3 △15.9 △34.0

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

3,040 174 212 141 23.75

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 6,500 450 530 310 50.82

今回発表予想(B) 6,300 400 440 240 41.69

増減額(B-A) △200 △50 △90 △70

増減率(%) △3.1 △11.1 △17.0 △22.6

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

5,891 313 414 △136 △23.10



修正の理由 

 当第２四半期累計期間における国内住宅着工戸数は、政府の住宅減税政策により足下では持ち直しの動きが見られる
ものの、依然として厳しい状況が続いております。このような経営環境の中、新商品の開発と新しい販路に向けた医療介護
用及びオフィス用家具を積極的に市場に投入しました。その結果として売上高は当初計画をやや下回り、利益率も稼働率
低下により未達に終わったものの、受注状況は良好で、受注残高は前連結会計年度末より1,123百万円増加の3,033百万
円（59.7％増）となりました。 
 また中国では、今年４月、住宅ローンの頭金引き上げや、非居住者に対する住宅ローンの停止といった投資抑制策を打
ち出し、５～７月の不動産の動きが止まりました。また、住宅建築の停止等もあり、納入遅れが続出しました。その上、為替
変動の影響で3.3％の売上高の目減りもありましたが、中国におきましても、受注残高は前連結会計年度末より1,457百万
円増の1,848百万円（372.4％増）と大幅に増加いたしました。 
 
 また、平成23 年3 月期の通期の連結及び個別の業績予想につきましては、第2 四半期までの業績の状況及び最新の売
上見込額を踏まえて修正をいたしました。 
 
※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後 
様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上


